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成 年 後 見 制 度 は 、 認 知 症 、 知 的 障 害 や 精 神

障 害 等 に よ り 財 産 の 管 理 や 日 常 生 活 に 支 障 が

あ る 人 を 支 え る 制 度 で 、 平 成 １ ２ 年 に 施 行 さ

れ た 。 そ の 後 、 認 知 症 高 齢 者 は 年 々 増 加 し て

お り 、 知 的 ・ 精 神 障 が い 者 も 増 加 傾 向 に あ る

が 、 成 年 後 見 制 度 の 利 用 率 は 低 い 。 こ の よ う

な 状 況 を 鑑 み 、 国 は 平 成 ２ ８ 年 ４ 月 に 「 成 年

後 見 制 度 の 利 用 促 進 に 関 す る 法 律 」 を 成 立 さ

せ た 。 地 方 公 共 団 体 に も 自 主 的 か つ 主 体 的 な

施 策 展 開 が 求 め ら れ る が ど う 取 り 組 む の か 。  


